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市政だより 今月の交通事故相談日

1月23日(火〉

市役所第1会議室

10時，....， 15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください。
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家岡副団長の先導で松本市長の観閲を受ける消防団員

鍛えは撃し郷土の務災

意気高らかに
おとそ気分もまださめない1月8日午前10時、

市民会館で消防出ぞめ式が盛大に挙行されました

大村消防署員と消防団員約700人が式典の後、

市長の観聞を受けて市中行進に移り、金丸橋付近

で放水訓練をひろうして正午過ぎ開散しました。

現在市には県央地域市町村圏組合大村消防署 (

橋本喜一署長ほか35名〉と宮小路出強所(8名〉

があり昼夜交替で勤務しております。

また市消防団 (久田繁太郎団長iほか693名)は

14分固に分かれて、団員は春 ・秋の火災予防訓練

夏・ 冬の特別訓練、雨季の水防訓練、年末の警戒

など郷土の防災にあたっております。

消防出ぞめ式
司・・p ・・~...... ・.. ..~・・ー・'“ー・ー・・‘・・-・・‘・ー・・司.........・'“4・・

広域圏消防署.市消防団
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庭

赤
痢
は
口
か
ら
は
い
る
経
口
伝

染
病
で
す。

し
た
が
っ
て
指
先
は
い
つ
も
き

れ
い
に
し
て
、
食
事
の
前
に
は
必

ず
手
を
洗
う
と
か
、
外
出
か
ら
帰

っ
て
来
た
時
も
忘
れ
ず
に
手
を
洗

う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
を
洗
う
時
は
、
ク
レ

ゾ
ー
ル
石
け
ん
液
(
三
パ
ー
セ
ン

ト
液
)
か
、
逆
性
石
け
ん
液
を
使

う
と
、
よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。

な
ま
物
、
な
ま
水
な
ど
は
な
る

べ
く
さ
け
る
よ
う
に
し
て
、
食
べ

す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
を
し
な
い
よ
う
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昭
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成

市
は
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し

て
映
画
の
作
製
を
急
い
で
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
十
六
ミ
リ
、
三
十
分
も

の
で
、

N
H
K
の
宮
田
輝
さ
ん
が
解

説
さ
れ
、
大
村
の
歴
史
的
物
語
か
ら
現

代
に
至
り
、
記
念
式
典
や
市
民
体
育
館

聞
き
の
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
な
ど
、
力

強
く
躍
進
す
る
大
村
市
の
姿
を
と
ら
え

た
も
の
で
す
。

映
画
は
今
後
公
民
館
活
動
な
ど
で
上
一

映
予
定
で
す
が
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、

地
区
、
職
場
な
ど
で
上
映
し
ま
す
の
で

社
会
教
育
課
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

生

活

を

白

f
N

ら」『おおむ

に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
魚
貝
類
の
冷
蔵
庫
の
過
信

は
禁
物
で
す
。

赤
痢
菌
は
熱
に
は
弱
い
が
、
冷

蔵
庫
の
温
度
ぐ
ら
い
で
は
死
に
ま

せ
ん
。む
し
ろ
ふ
え
る
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
。昨
年
は
島
原
市
や
小
浜
町
な
ど

で
、
数
回
に
わ
た
り
集
団
発
生
が

あ
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
集
団
発
生
の
り
か
ん
状
況

か
ら
み
ま
す
と
、
小
学
校
以
下
の

年
少
者
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、

年
少
者
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
で
は
、
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

委主
要注
君主ミ

察
@訟
とミ目先

通三
重E
三日三

み

ん

な

で

守

ろ

不

燃

物

，っ

の

持

ち

出

し

不
燃
物
の
持
ち
出
し
は
き
め
ら

れ
た
日
の
前
日
に
出
す
よ
う
市
政

だ
よ
り
な
ど
で
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
守
ら
れ
な
い
個
所

が
あ
り
ま
す
。

集
積
所
は
い
つ
も
ご
み
の
山
に

な
っ
て
お
り
、
付
近
は
も
と
よ
り

環
境
的
に
も
見
ぐ
る
し
く
、
み
ん

な
が
迷
惑
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
そ
の
よ
う
な
集
積
所
は
廃

止
す
る
乙
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」
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お

し ⑥ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

り

注
射
と
検
診

園

三

歳

児

検

診

例
年
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
三

歳
児
検
診
は
、
今
年
か
ら
つ
ぎ
の

要
領
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、

お

知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

三
歳
六
カ
月
児
(
別
表
の

対
象
児
)

日

時

毎

月

第
四
火
曜
日

午
前
九
時
三
十
分

l
午
前
十
一
時

午
後
一
時

I
午
後
二
時
三
十
分

場

所

市

役

所

り『おおむ市政だより(3) 

実施予定日 対象 児

2月27日 44年8月生まれ

3月27日 44年9月生まれ

4月24日 44年10月生まれ

5月22日 44年11月生まれ

6月26日 44年12月生まれ

I 7月24日 45年1月生まれ

18月28日 45年2月生まれ

9月25日 45年3月生まれ

10月23日 45年4月生まれ

11月27日 45年5月生まれ

12月25日 45年6月生まれ

せ

市立病院に大時計

-
盲
目
ぜ
き
・
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
(
混
合
)

予

防

接

種

の
対
象
者

①
第

一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者〉

生
後
'三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

市
民
の
医
療
セ
ン
タ

ー
大
村
市
立
病
院
に
、

こ
の
ほ
ど
大
型
両
面
時

計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

す
ば
ら
し
い
環
境
の

み
ど
り
の
樹
木
の
あ
い

だ
、
国
道
制
号
線
側
に

設
置
さ
れ
た
大
時
計
は

ヤ
ク
ル
ト
株
式
会
社
の

寄
贈
で
、
国
道
通
行
者

を
は
じ
め
患
者
、

来
訪

者
か
ら
た
い
へ
ん
好
評

を
得
て

い

ま

す

。

…

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一

年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
。

三
週
間
お
き

臓
、
呼

吸
器
疾

患
、
胸

腺
リ
ン

パ
体
質

の
徴
候

の
あ
る

〉
ー
之
ま

1
j
l
 

接
種
前

に
医
師

と
じ
ゅ

曜当番医日の2月

う
ぶ
ん

相
談
し

で
…
市
…
リ
ミ
ッ
タ
l
が

4
1

・

日
…
た
び
た
び
切
れ
る
時
は
…

・刀・
時
一

リ
ミ
ッ
タ
l
が
切
れ
る
の
は
、
…

後
一
た
く
さ
ん
の
電
気
器
具
を
一
度
に
…

ν
…
使
っ
て
、
ご
契
約
よ
り
も
大
き
い
…

ー
…

電
流
が
流
れ
る
か
ら
で
す
。

ド
…

電
気
器
具
の
使
用
時
聞
を
ず
ら
…

批
一
し
て
お
使
い
に
な
れ
ば
、
リ
ミ
ッ
…

印
刷
…
タ

l
は
切
れ
ま
せ
ん
が
、
乙
れ
で
…

※
…
は
不
便
で
す
。

種

し

て

い

な

い

も

の

)

…

リ

ミ

ッ

タ

l
が
よ
く
切
れ
る
ご
…

禁
忌
者
有
熱
患
者
、
か
っ
け
、
…
家
庭
は
、
も
う
一
つ
上
の
契
約
に
…

H
Y
ー
」
変
更
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
…

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者
…

ょ
う
。

胸
腺
リ
ン
パ
体

質

者

一

普
通
の
ご
家
庭
の
契
約
電
流
は
日

な
お
、

接
種
目
時
そ
の
他
は
前
…
五
・
十
・
十
五
・
二
十
・
三
十
ア
…

記
の
百
日
ぜ
き、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
…
ン

ペ
7

の
五
種
類
で
す
が
、
十
ア
…

破
傷
風

(混
合
)
予
防
接
種
に
し
…
ン

ペ
ア
契
約
を
十
五
ア
ン

ペ
ア
契
…

た
が
っ
て
行
な
い
ま
す
。

日
約
に
変
更
し
て
も
、
料
金
は
月
に
…

l
I
l
l
1
1
1
l
E
1
1
1
1
1
1
一
約
九
十
円
ふ
え
る
だ
け
で
す
。

-
t
-
-
3

一
一
今
は
暖
房
器
の
シ
ー
ズ
ン
、
電
…

一

公

売

一

-

d

-

5

一…

気
を
多
く
使
い
ま
す
の
で
契
約
変

…

r
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
…
更
ご
希
望
の
際
は
、
お
近
く
の
九
…

.

不

用

品

の

公

売

…

州

電
力
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
…

リ
ミ
ッ
タ
1
取
り
替
え
の
工
事
…

日
時
一
月
二
十
三
日
(
火
)
一
は
無
料
で
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
時
三
十
分

I
午
後
二
時
一

場

所

森

園

郷

市
汚
物
処
理
場
日

公
売
物
件

エ
ア

l
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
(
二
…

百
V

三
・
七
K
W
)

一
台

入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百
分
H

の
五
以
上

く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係

へ
・

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

百日ぜき・ジフテリア・破傷風ぐ混〉

予防接種実施日程表

会 場
|接 種 日

名
2回目 3回目

市 役 所
2月6日 2月27日

萱瀬 出張所 (火) (火)

諏訪 公民 館

2月7日 2月28日
(水) C7.1< ) 

鈴田出張所

|竹松本町公民館
2月8日 3月1日

i福重出 張 所 (木) (木〉

:中地 区公民館
2月9日 3月2日

l松原出張所 (金) (金〉

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対

象

者

小

学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
も
の
(
幼
稚
園
な
ど
で
接

11 

25 

禁日②にの接
忌 iζ 第三第 種
者一二 回 一要
回期 接 期.領
か接の 種 の
つ 種 も。も

日|診療科目 |医院名 |所在地 |電 話lL44の の

|整形外科 |貞 松 整 形 |東本町 |②-26021金全日
4 1内 科 |松 永 医 院 |乾馬場 |②-29431コ無れ

|外 科 |山道 医 院 |桜馬場 |②-2305lX 均2
内 科 |藤 井内 科 !東本町 |②-3878
外 科 |中島外科 i向陽町 |②-3875
内 科 |沢 田医 院 |荒 瀬 |⑤-76031

|内 科 |寺井 医院 |玖島町 |②-3574i 

181内 科 i琴尾 医 院 |西三域 |②-2056
i整形外科 |牟 田整 形 |乾馬場 l②-4501
外 科 i松 尾外科 |東本町 |②ー3331
小児 科 i出口小児科 |諏 訪 |②-2252
内 科 |長 崎 医院 1寿古郷 i⑤-8615

心
υ
Aイ
グ
/



(4) りおおむ

催
し
も
の

演

.6. 
ココE

• 講演題「学
童
期
に
多
い
病
気
」

付
起
立
性
調
節
障
害
に
つ
い
て

伺
リ
ウ
マ
チ
熱
お
よ
び
リ
ウ
マ

チ
性
心
疾
患
に
つ
い
て

市政だより昭和48年 1月15日
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た一一

社
会
福
祉
事
業
費

へO池
田
郷
の
古
賀

昇
さ
ん
は
、
亡

妻
良
子
さ
ん
の

忌
明
け
に
あ
た

り
金
一
封
を

O
杭
出
津
郷
の
高

田
鈴
子
さ
ん

は
、
亡
夫
美
樹

雄
さ
ん
の
忌
明

け
に
あ
た
り
金

一
封
を

手
を
つ
な
ぐ
親
の

A

芸
ペ
O
九
州
電
力
株
式

会
社
従
業
員
の

、A
'
-
a主
'
・
1
T

弘、

A
M
A
h
-品
川

N

・41μ
ド
i
H

体
の
不
自
由
な

子
ど
も
さ
ん
の

た
め
に
と
愛
の

募
金
箱
に
集
め

ら
れ
た
お
金
を

しざいまごつりがと寄付あー「、

、ー

国
学
童
の
突
然
死

(心
臓
死
)

講
師
日
本
大
学
小
児
科
学
教
室

助
教
授
大
国
真
彦
先
生

日
時
一
月
二
十
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

場
所
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

主

催

大

村
市
学
校
保
健
会
学
校

医
部
会

後

援

市

教

育
委
員
会

身
体
障
害
者
団
体
へ

O
ボ

l
ト
場
売
庖
組
合
の
皆
さ
ん

は
組
合
員
の
慰
安
旅
行
費
と
し

て
毎
月
積
み
立
て
た
お
金
を

交
通
遺
児
へ

O
久
原
郷
の
毎
熊
啓
子
さ
ん
は
、

拾
得
金
を

O
西
三
城
町
の
体
阿
弥
清
司
さ
ん

は
、
お
菓
子
を

清
和
国
へ

ム
池
田
九
区
吉
田
政
夫
さ
ん
、
う

ち
わ
三
十
五
本

ム
諏
訪
町
溝
上

太
久
馬
さ
ん
、
う
ち
わ
三
十
五
本

ム
旭
町
勝
手
武
夫
さ
ん
、
ジ
ュ

ー
ス
三
十
六
本
ム
西
本
町
岩
永

満
子
さ
ん
、
菓
子
三
十
三
袋
、
菓

子
八
・
五
キ
ロ
ム
宮
小
路
松
尾

久
嘉
さ
ん
、
三
万
円
ム
九
州
電

力
株
式
会
社
火
力
・
原
子
力
関
係

幹
部
夫
人
一
向
、
六
万
一
千
円

ム
古
町
住
宅
大
久
保

ト
ミ
子

さ

ん
、
一
万
円
ム
イ
l
ビ
!
キ
ム

ラ
ャ
、

菓
子
五
キ
ロ
ム
大
村
市

圃
若
い
仲
間
の
つ
ど
い

新
春
ヤ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

月
二
手
一
日
(
臼
)

午
後
三
時
が
ら

日
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

内
容
は、

ゲ
l
ム
、
う
た
声
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
万
五
千
五

百
円

ム
長
崎
県
知
事
、
バ

イ
ブ

レ
ー
タ
ー
一
個
ム
長
崎
県
社
会

福
祉
協
議
会
、
一
二
千
円
ム
大
高

二
年
生

一
ノ
瀬
清
香
さ
ん
ほ
か
二

名
、
菓
子
一
箱
ム
八
幡
町
松
田

勇
作
さ
ん
、

カ
ス
テ
ラ
八
キ
ロ

ム
ヤ
ク
ル

ト
株
式
会
社
、
ス

カ
ー

ル
四
ダ
ー
ス
ム
大
村
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
一
万
円
ム
玖
島
郷

松
永
由
美
さ
ん
ほ
か
二
名
、
ま
ん

じ
ゅ
う
六
十
個
、
チ
リ
紙
三
十
束

ム
伊
勢
町
子
ど
も
会
、
花
束
、

菓
子
ム
西
大
村
小
学
校
生
徒
福

迫
樹
さ
ん
ほ
か
二
十
名
、
花
束
、

菓
子
、
歌
、
踊
り
ム
竹
松
小
学

校
六
年
生
岡
本
喜
代
美
さ
ん
ほ
か

二
名
、
カ
ス

テ
ラ
二
キ
ロ
ム
大

村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
員、

写
真
十

一
枚
ム
諏
訪
町
上
田
市
次
さ
ん

粉
石
け
ん
三
十
六
箱
ム
荒
平
水

計
老
人
会
、
一
千
円
ム
竹
松
大

ざ寄 大主袋つ十メん十区婦セ 婦清 本か ニ 踊川
い付以村町、ぎ 名ノレ 、二、協ツ人 酒 、中ムンり固
まを上農 前植え 、 映枚石会 さ会一舞食小 グ 老
しいの協 野木怠歌 ム 画 け長ん、本踊弁路 屈 ム人
たたと、 綾鉢 ん踊大招ムん崎ー舞、 当 日、松会
だお雑さーほり村待本百県万踊 菓 ム三の ク並
きり誌ん個か 看 、町八支円 子 小十出リ町 菓
あた一、、三ム護 菓 八 個部 ム 路人口 l博子
りく冊二菊名玖学子木、大ム上ム口分ウニ多ー
がさ 千花、島 院 、フタ村田久池路、タン屋・
とん 円 菓郷生キヂオ東本 原田寿 清 さグ ク 七
うの A 子松 徒 ャエ Jレ彼看遠地会酒ん奉リ キ
どご ム水三永田ラさ四地護岳区、ーほ仕|ロ

出 12iZ事.._...._...事態.._...._....謡曲1'1
襲千一五 無乙山小脳塾経調臨縄罷額欄覇藤田正〈日立さ~ i 
い 余 日年 田ろが学，〈種題龍撞盤雪耀櫨議議墾襲警肯際空会溺 1

Aじ議点 目 3J懸響裕藤弘ぷ111普段出滋i
生大賀五 のわ時開欝雪監察繍協議機喜多 場t;}.~;~.川l~i 
立註 E253韓欝鱗韓議欝~ !%~総選 i
SE産工 号ザでし:議畿磯議機ぷぶ譲@ さ:混迷:i0~
がは と本 の壮敵をに戦をが城 耕べ わ(の 庄 も l乙
残 、みに 陣翌雪 烈せ与わし死菅 l乙都2時 せ部地き善 る乙 陣
つ 菅 か 敵 、十がなずえたた守無 後を のて 落侍?助 大れを
て無んを麻三ま 戦 、たる。す田 退遣領 三のをぷ、村に張
い田園 逃生 日つ 死大も激 十るのすわ主百百はー勢対つ
る合の走岳早かを村の戦ー乙大るし大余 姓 じ 瀬 はした
。戦頂さを暁に逐勢ので、と村乙て村人のめ半峯 菅
のきせ 急 、血げは、、十を 勢 と、 純 l乙 長 、左采2無
戦とた襲純塗 、乙つ 敵 二決はを本忠す}足衛女詰田
死ふ。 し 忠 らおといに日意、す陣はぎ百軽門、4 の
者も 、はれりごにし大 のし乙すの 、な 姓 、ら l峯与砦
のと み敵 たかと 衆雪打両てのめ今今い 衆乙ぞ萱弾いと
墓に どの。らく寡ふ撃 日奮砦た富里。合名品瀬:正き乙

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
の
ど
自
慢
な

ど
多
く
の
催
し
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

君
も
、
あ
な
た
も
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
歌

っ
て
踊

っ
て
ゲ
l
ム
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
仲
間
の
参
加
を
待
っ
て

お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

国
全ル壮
熊 国ラ
本大イ老
走は吾妻 Lノヰ

老包 マ天
会う ラ草
ソ J"¥
宕ン l
芝生

主
催

会
長
金
栗
四
三
)

期
日
三
月
十
一
日
(
日
)

対

象

四

十

歳
以
上

種

目

十

h
、
二
十
h

申
込
玖
島
郷
二
十
五
番
地

大
村
市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
期
限
二
月
二
十
日
(
火
)
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